
「
市
民
総
合
歯
科
健
診
」実
施

キ
レ
イ
な
歯
で
笑
え
る
た
め
に
�

４０
歳
以
上
の
人
が
歯
を
失
う
原
因

の
大
半
が
歯
周
病
。
歯
周
病
に
な
る

と
、
歯
と
歯
茎
の
間
に
「
歯
周
ポ
ケ

ッ
ト
」
と
い
う
す
き
間
が
で
き
、
炎

症
が
進
む
と
歯
が
抜
け
落
ち
ま
す
。

歯
周
病
は
生
活
習
慣
の
乱
れ
・
喫
煙

・
糖
尿
病
な
ど
と
関
連
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
年
に
一
度
は
必
ず

口
の
中
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

市
民
総
合
歯
科
健
診
は
市
内
の
実

施
歯
科
医
院
で
受
診
で
き
ま
す
。
受

診
希
望
者
は
事
前
に
市
内
の
実
施
歯

科
医
院
へ
直
接
、
電
話
で
予
約
を
し

て
く
だ
さ
い
（
同
健
診
は
年
度
内
に

１
回
受
け
ら
れ
ま
す
）。

対
象
は
４０
歳
以
上
の
市
民
。ま
た
、

受
診
の
際
は
受
診
料
５００
円
と
健
康
手

帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

◆
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

各
種
検
診
は
、
年
度
内
に
１
回
受
け

ら
れ
ま
す
。
今
年
度
ま
だ
受
診
し
て

い
な
い
人
は
３
月
３１
日
ま
で
に
ぜ

ひ
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
（
４０
歳
以

上
は
健
康
手
帳
を
持
参
）。

実
施
日
時
な
ど
は
直
接
、
市
内
の

実
施
医
療
機
関
に
問
い
合
わ
せ
の

上
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
満
６５
歳

以
上
は
無
料
。

【
大
腸
が
ん
検
診
】対
象
は
昭
和
４５

年
３
月
３１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
市
民

（
治
療
中
の
人
除
く
）。受
診
料
６００
円
。

【
前
立
腺
が
ん
検
診
】対
象
は
昭
和

３５
年
３
月
３１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男

性
の
市
民（
治
療
中
の
人
除
く
）。
受

診
料
千
円
。

【
乳
が
ん
検
診
】視
触
診
検
診
の
対

象
は
昭
和
５５
年
３
月
３１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
女
性
の
市
民
（
治
療
中
の
人

除
く
）。
受
診
料
３００
円
。

ま
た
、
昭
和
４５
年
３
月
３１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
女
性
の
市
民
で
視
触
診

検
診
で
異
常
が
な
い
人
は
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
検
診
（
乳
房
の
レ
ン
ト
ゲ

ン
）
を
２
年
に
１
回
（
平
成
２０
年
４

月
１
日
〜
２１
年
３
月
３１
日
に
受
け
た

人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
）、市
立
伊
丹

病
院
か
近
畿
中
央
病
院
で
受
診
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
視
触
診
検
診
を

受
け
た
実
施
医
療
機
関
を
通
じ
て
申

し
込
み
を
。
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検

診
受
診
料
千
７００
円
。
視
触
診
検
診
の

結
果
、
要
経
過
観
察
・
要
精
密
検
査

の
場
合
は
医
療
の
対
象
と
な
り
、
市

の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
診
は
受
診

で
き
ま
せ
ん
。

【
子
宮
が
ん
検
診
】対
象
は
平
成
２

年
３
月
３１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
女
性

の
市
民（
治
療
中
の
人
除
く
）。
受
診

料
千
円
。

◆
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

対
象
は
４０

歳
以
上
の
市
民
で
過
去
に
Ｂ
・
Ｃ
型

肝
炎
検
査
を
全
く
受
診
し
た
こ
と
が

な
い（
治
療
中
の
人
除
く
）、
ま
た
は

特
定
健
診
の
結
果
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
Ｇ
Ｐ

Ｔ
）
値
が
高
値
の
人
。
検
査
料
千
１００

円
。

◆
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
を

実
施
し
て
い
ま
す

４０
歳
以
上
の
国

民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
加
入
者
を
対
象
に
特
定
健

診
・
後
期
高
齢
者
健
診
を
実
施
。

個
別
医
療
機
関
で
特
定
健
診
を
受

診
す
る
場
合
は
、
受
診
券
が
必
要
で

す（
後
期
高
齢
者
健
診
は
不
要
）。
受

診
料
千
円
（
６５
歳
以
上
は
市
が
助
成

す
る
た
め
無
料
）。
受
診
時
は
、
受
診

券
と
国
民
健
康
保
険
（
も
し
く
は
後

期
高
齢
者
医
療
）
の
被
保
険
者
証
、

健
康
手
帳
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
受
診
券
が
届
い
て
い
な
い
人
は

市
国
保
年
金
課
�
７８４
・
８
０
４
０
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
市
国
保
加
入
者
は
特
定
健
診
か
、

人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
制
度
の
ど
ち
ら

か
一
方
し
か
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
そ
の
ほ
か
の
医
療
保
険
（
社
会
保

険
や
共
済
保
険
な
ど
）の
加
入
者
は
、

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
負
担
軽
減
に
つ
い
て

１
月
２５
日
か
ら
優
先
接
種
対
象
者
以

外
の
人
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

優
先
接
種
対
象
者
以
外
で
所
得
の

少
な
い
世
帯
（
生
活
保
護
受
給
者
、

中
国
残
留
邦
人
支
援
給
付
者
、
市
民

税
非
課
税
世
帯
）の
人
に
対
し
て
も
、

接
種
費
用
の
負
担
軽
減
を
実
施
し
ま

す
。
手
続
き
の
期
限
は
３
月
３１
日
ま

で
。
詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

◆
Ｂ
Ｃ
Ｇ

結
核
予
防
の
た
め
、
市
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　　土曜＝１８：００～２１：００　日曜、祝日�
　＝９：００～１２：００/１８：００～２１：００�

【小児科】　阪神北広域こども急病センター�
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　　平日＝１９：３０（診察は２０：００から）～�
　翌６：３０　土曜＝１４：３０（診察は１５：００�
　から）～翌６：３０　日曜、祝日＝８：３０�
　（診察は９：００から）～翌６：３０�

【歯科】　口腔保健センター�
　　７８３－００７８�
　　日曜、祝日＝９：００～１２：００�
　（受け付けは１１：３０まで）�

【眼科・耳鼻咽喉科】尼崎医療センター�
　　０６－６４３６－８７０１�
　（尼崎市水堂町３－１５－２０）�
　・眼科　日曜、祝日＝９：００～１６：００�
　・耳鼻咽喉科　土曜＝１８：００～２１：００�
　　　日曜、祝日＝９：００～１６：００�
�

休日・夜間の診療�

　保健センター�
　７８４－８０３４　ファクス７８４－８１３９�
　伊丹健康福祉事務所（伊丹保健所）�
　７８３－１２３１　ファクス７７７－４０９１�

市
は
、
国
の
「
女
性
特
有
の
が

ん
検
診
推
進
事
業
」
を
受
け
、
対

象
者
に
は
昨
年
９
月
に
検
診
手
帳

と
検
診
費
用
が
無
料
に
な
る
ク
ー

ポ
ン
券
を
発
送
し
て
い
ま
す
。
同

事
業
は
３
月
３１
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、

検
診
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【
子
宮
が
ん
検
診
】
市
内
の
子
宮

が
ん
検
診
受
託
医
療
機
関
（
ク
ー
ポ

ン
券
と
同
封
の
案
内
書
類
参
照
）
で

受
診
で
き
ま
す
。

【
乳
が
ん
検
診
】
▽
市
立
伊
丹
病

院
（
予
約
は
平
日
の
正
午
〜
午
後
５

時
に
�
７７７
・
３
７
７
３
へ
）
▽
近
畿

中
央
病
院
（
予
約
は
平
日
の
午
後
１

〜
３
時
に
�
７８１
・
３
７
１
２
で
「
外

科
外
来
」
を
指
定
）
��
で
受
診
で

き
ま
す
。

◎
ど
ち
ら
の
検
診
も
受
診
す
る
前
に

必
ず
受
診
す
る
医
療
機
関
に
問
い
合

わ
せ
の
上
、
予
約
を
し
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
「
ク
ー
ポ
ン
券
」
が
届
く

ま
で
に
該
当
す
る
検
診
を
受
診
し
た

人
は
、自
己
負
担
金
を
還
付
し
ま
す
。

詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

ぜんそくの子どもがいる保護者を対象に「喘息教
室」を開催します。
病気や薬のこと、発作の予防について医師、薬剤
師、看護師が話をします。
「診察室では聞きにくい」と思っていることもぜ
ひ、同教室で聞いてみてはいかがですか。
【日時】３月１１日�午前１０時～正午
【会場】市立伊丹病院の１階講堂
【内容】�喘息について�小児科医師

�長期管理薬について�薬剤師
�発作の原因と予防について�看護師

定員２５人。無料。一時保育あり（無料。予約不要）。
�平日の午前９時～午後５時に市立伊丹病院（「小
児科外来」または「３階東病棟」）�７７７―３７７３へ。先
着順。
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内
の
実
施
医
療
機
関
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
事
前
に
各
医
療
機
関
に
問
い

合
わ
せ
の
上
、接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
は
生
後
３
カ
月
に
な
る
前
日
〜

生
後
６
カ
月
に
な
る
前
日
。
期
間
が

短
い
の
で
、
か
か
り
つ
け
医
と
相
談

の
上
、
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
医
学
的
な
理
由
で
生
後
６

カ
月
に
な
る
前
日
ま
で
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
が

接
種
で
き
な
か
っ
た
人
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
平
成
２１
年
度
麻
し
ん
・
風
し
ん
予

防
接
種

平
成
２１
年
度
の
麻
し
ん
・

風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
第
３
期
・
第
４
期
）

の
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
は
▽
Ｍ
Ｒ
第
３
期
�
平
成
８

年
４
月
２
日
〜
９
年
４
月
１
日
生
ま

れ
▽
Ｍ
Ｒ
第
４
期
�
平
成
３
年
４
月

２
日
〜
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
��

の
人
。
対
象
者
に
は
案
内
状
を
送
付

し
て
い
ま
す
の
で
、
３
月
３１
日
ま
で

に
市
内
医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

◆
献
血
の
お
知
ら
せ

▽
２
月
２０
日

�
午
前
１０
時
〜
正
午
と
午
後
１
時
１５

分
〜
４
時
�
阪
急
伊
丹
駅
で
（
伊
丹

笹
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
）
▽

２３
日
�
午
前
９
時
半
〜
正
午
�
天
王

寺
川
中
で
（
伊
丹
笹
原
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
協
賛
）
▽
２８
日
�
午
前
１１
時

半
〜
午
後
４
時
�
イ
オ
ン
モ
ー
ル
伊

丹
テ
ラ
ス
で
。

ポンプ自動車
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平
成
２１
年
中
に
市
内
で
発
生
し
た

火
災
、
救
急
、
救
助
出
動
件
数
が
次

の
通
り
ま
と
ま
り
ま
し
た
�
左
下
表

参
照
。

【
火
災
】
発
生
件
数
は
７０
件
で
、

前
年
（
平
成
２０
年
）
に
比
べ
１５
件
の

減
少
と
な
っ
て
お
り
、
焼
損
面
積
で

は
１９１
平
方
�
で
前
年
に
比
べ
千
１７
平

方
�
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
火
災
に
よ
る
焼
死
者
は
１

人
で
前
年
に
比
べ
１
人
減
少
。
負
傷

者
も
３
人
で
前
年
に
比
べ
９
人
の
減

少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

損
害
額
は
４
千
９０
万
７
千
円
で
、

前
年
よ
り
３９４
万
７
千
円
減
少
し
て
お

り
、
火
災
１
件
当
た
り
の
損
害
額
は

５８
万
４
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

出
火
原
因
は
都
市
型
火
災
の
原
因

の
上
位
ラ
ン
ク
と
さ
れ
て
い
る
放
火

（
疑
い
含
む
）
に
よ
る
も
の
が
３７
件

で
全
火
災
の
５３
％
を
占
め
、
次
い
で

こ
ん
ろ
７
件
、
た
ば
こ
６
件
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
救
急
】
出
動
件
数
は
７
千
８８１
件

で
、
前
年
に
比
べ
２７１
件
の
増
加
と
な

っ
て
い
ま
す
。

１
日
の
平
均
出
動
件
数
は
２２
件

で
、
こ
れ
は
市
民
２５
人
に
１
人
の
割

合
で
救
急
車
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

事
故
種
別
で
は
急
病
４
千
７１１
件
、

一
般
負
傷
千
７８
件
、
交
通
８９９
件
の
順

で
、
急
病
が
全
救
急
出
動
件
数
の
６０

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

搬
送
人
員
は
７
千
３４９
人
で
、
医
療

機
関
別
の
搬
送
状
況
で
は
４
千
１１７
件

が
市
内
の
救
急
告
示
病
院
（
※
）
に

収
容
さ
れ
、
全
体
の
５６
％
を
占
め
て

い
ま
す
。

※
救
急
告
示
病
院
…
救
急
医
療
に
関

す
る
技
量
を
有
す
る
医
師
が
常
時
診

療
に
従
事
し
、
救
急
医
療
を
行
う
た

め
の
施
設
・
設
備
を
有
し
て
お
り
、

救
急
患
者
の
た
め
の
専
用
病
床
を
有

す
る
病
院
で
、
県
知
事
か
ら
の
認
定

・
告
示
を
受
け
て
い
る
病
院
の
こ
と
。

�
市
消
防
局
情
報
管
理
課
�
７８３
・

０
１
２
３
。

【
９
時
】
当
務
員
点
呼
…
前
の
日

か
ら
勤
務
を
し
て
い
る
人
と
交
代
。

勤
務
は
朝
９
時
〜
翌
日
の
朝
９
時
の

２４
時
間
で
す
。

【
９
時
５
分
】
始
業
点
検
・
無
線

テ
ス
ト
…
車
両
や
資
機
材
な
ど
の
点

検
。
１５
分
か
ら
は
無
線
テ
ス
ト
も
。

【
１０
時
】
通
常
業
務
…
訓
練
や
調

査
、
予
防
広
報
活
動
な
ど
の
仕
事
を

し
ま
す
。

【
１２
時
】
昼
食
・
休
憩
…
食
事
の

途
中
で
も
指
令
が
あ
れ
ば
出
動
。

【
１２
時
４５
分
】
通
常
業
務
…
引
き

続
き
、さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
し
ま
す
。

れ
ん
せ
い

【
１６
時
】
体
力
練
成
…
走
っ
た

り
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
た

り
し
て
、
体
を
鍛
え
ま
す
。

☆
西
消
防
署
救
助
隊
の
平
野
さ
ん

は
、「
常
に『
人
よ
り
強
い
体
づ
く
り
』

を
心
掛
け
、
体
力
と
精
神
力
の
練
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。
困
難
な
状
況
が

起
こ
っ
て
も
、
強
い
心
と
体
で
勝
つ

と
い
う
意
識
付
け
を
し
て
い
ま
す
」

と
力
強
く
語
り
、
体
力
練
成
に
励
ん

で
い
ま
し
た
�
右
写
真
参
照
。

【
１８
時
】
夕
食
・
休
憩
…
食
事
の

途
中
で
も
指
令
が
あ
れ
ば
出
動
。

【
１８
時
４５
分
】
事
務
処
理
…
書
類

の
整
理
な
ど
を
行
い
ま
す
。

【
２０
時
】
入
浴
…
風
呂
に
入
っ
て

い
て
も
指
令
が
あ
れ
ば
出
動
。

【
２３
時
】
仮
眠
（
夜
間
受
け
付
け

勤
務
）
…
災
害
に
備
え
て
、
活
動
服

を
着
た
ま
ま
布
団
に
入
り
ま
す
。
夜

間
勤
務
は
２
時
間
ず
つ
の
交
替
。

【
７
時
】
起
床
・
清
掃
…
起
き
た

ら
、
み
ん
な
で
掃
除
を
し
ま
す
。

【
８
時
】
事
務
片
付
け
・
申
し
送

り
な
ど
…
書
類
の
片
付
け
や
交
替
す

る
人
に
申
し
送
り
を
し
ま
す
。

指揮車

はしご車のはしごを伸
ばした地上３５ｍからの
景色

教
え
て
く
だ
さ
い

普
段
は
、
車
両
の
積
載
部
分
に
あ

る
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
閉
ま
っ
て
い
る
の

で
、
中
を
見
る
機
会
は
少
な
い
で
し

ょ
う
。
あ
ら
ゆ
る
救
助
事
案
に
対
応

す
る
た
め
、
１
車
両
に
全
部
で
１００
以

上
の
ア
イ
テ
ム
が
装
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
よ
く
使
う
の
は
救
助
ロ
ー
プ
や

切
断
機
材
の
油
圧
式
カ
ッ
タ
ー
、
開

閉
機
材
の
油
圧
式
ス
プ
レ
ッ
ダ
ー
で

す
�
左
写
真
参
照
。
こ
れ
ら
の
救
助

資
機
材
を
積
載
し
た
救
助
工
作
車
で

災
害
現
場
に
駆
け
付
け
ま
す
。

●
例
え
ば
、
家
屋
の
火
災
の
現
場
へ

は
ど
の
車
両
が
出
動
す
る
の
で
す
か

規
模
に
よ
り
ま
す
が
、
初
め
に
火

を
消
す
た
め
に
ポ
ン
プ
自
動
車
４
台

（
４
カ
所
の
消
防
署
・
出
張
所
か

ら
）、
高
規
格
救
急
車
１
台
、
指
揮
車

１
台
、
災
害
内
容
に
よ
り
救
助
工
作

車
や
は
し
ご
車
も
出
動
し
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
車
両
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的

を
も
っ
て
出
動
し
ま
す
。

＊

＊

詳
し
く
は
市
消
防
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

�
市
消
防
局
�
７８３
・
０
１
２
３
。

ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
出
動
に
備

え
て
い
ま
す
。

西
消
防
署
副
署
長
の
松
原
さ
ん
と

統
括
司
令
の
坂
本
さ
ん
、
救
助
隊

長
の
眞
殿
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

●
よ
く
出
動
す
る
車
両
を
教
え
て
く

だ
さ
い

ま
ず
、
救
急
車
が
一
番
多
く
出
動

し
ま
す
。
次
に
ポ
ン
プ
自
動
車
、
救

助
工
作
車
が
多
い
で
す
。

●
こ
う
い
う
災
害
は
、
こ
の
車
両
を

使
う
と
い
う
決
ま
り
は
あ
り
ま
す
か

災
害
の
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
な
の

で
、
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
目

的
や
状
況
に
応
じ
て
車
両
を
乗
り
分

け
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
ポ
ン
プ
自
動
車
は
火

災
時
に
の
み
出
動
す
る
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か

防
火
・
防
災
訓
練
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

業
務
に
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
出

動
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

ま
た
、
と
て
も
活
躍
す
る
車
両
に

救
助
工
作
車
が
あ
り
ま
す
。
災
害
や

事
故
現
場
で
見
か
け
る
こ
と
も
多
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
車
両
に

は
、
救
助
資
機
材
が
た
く
さ
ん
積
載

さ
れ
て
い
て
、
救
助
活
動
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

●
で
は
、
救
助
工
作
車
に
積
載
さ
れ

て
い
る
救
助
資
機
材
な
ど
に
つ
い
て

市の消防組織は、消防局（本部）、
２消防署（各消防署管内に２出張所）
があります。消防署は、市民の皆さ
んを火災などの災害から守るため、
さまざまな訓練を行い、災害時には
目的に応じた車両を使い分け、現場
へ駆け付けます。今回は、消防署の
訓練の様子や車両などについて紹介
します。

あ
な
た
の
地
区
を
管
轄
し
て
い
る

消
防
署
・
出
張
所
を
確
認
し
て
み

ま
し
ょ
う

【
西
消
防
署
�
昆
陽
１
】
▽
緑
ケ

丘
▽
瑞
穂
町
▽
広
畑
▽
瑞
ケ
丘
▽
千

僧
▽
昆
陽
▽
昆
陽
泉
町
▽
昆
陽
東
▽

昆
陽
南
▽
昆
陽
池
▽
昆
陽
北
▽
松
ケ

丘
。【

池
尻
出
張
所
�
池
尻
３
】
▽
寺

本
▽
奥
畑
▽
池
尻
▽
中
野
西
▽
中
野

北
▽
西
野
▽
寺
本
東
▽
山
田
。

【
荒
牧
出
張
所
�
北
野
１
】
▽
東

野
▽
大
野
▽
荻
野
▽
荻
野
西
▽
瑞
原

▽
中
野
東
▽
中
野
▽
鴻
池
▽
北
野
▽

荒
牧
▽
荒
牧
南
。

【
東
消
防
署
�
北
本
町
２
】
▽
鋳

物
師
▽
北
伊
丹
▽
北
園
▽
高
台
▽
春

日
丘
▽
大
鹿
▽
北
河
原
▽
北
本
町
▽

清
水
▽
桜
ケ
丘
▽
船
原
▽
宮
ノ
前
▽

中
央
▽
伊
丹
▽
天
津
▽
藤
ノ
木
▽
東

有
岡
▽
南
本
町
▽
西
台
▽
平
松
。

【
神
津
出
張
所
�
森
本
２
】
▽
下

河
原
▽
小
阪
田
▽
中
村
▽
東
桑
津
▽

西
桑
津
▽
桑
津
▽
森
本
▽
岩
屋
▽
口

酒
井
。

【
南
野
出
張
所
�
南
鈴
原
２
】

▽
梅
ノ
木
▽
御
願
塚
▽
南
町
▽
稲
野

町
▽
若
菱
町
▽
柏
木
町
▽
行
基
町
▽

鈴
原
町
▽
南
野
▽
南
野
北
▽
堀
池
▽

美
鈴
町
▽
南
鈴
原
▽
野
間
▽
野
間
北

▽
安
堂
寺
町
▽
車
塚
。

消
防
署
の
体
系
や
仕
事
内
容
は
？

▽
庶
務
係
�
文
書
管
理
・
服
務
・

庁
舎
維
持
管
理
・
安
全
衛
生
な
ど
▽

予
防
係
�
予
防
査
察
・
予
防
広
報
・

各
種
届
け
出
に
関
す
る
事
な
ど
▽
警

防
隊
�
災
害
の
警
戒
防
御
・
火
災
原

因
等
調
査
・
消
防
訓
練
・
自
主
防
災

組
織
な
ど
の
育
成
指
導
な
ど
▽
救
助

隊
�
救
助
業
務
・
救
助
技
術
訓
練
・

活
動
資
機
材
管
理
な
ど
▽
救
急
隊
�

救
急
業
務
・
救
急
法
普
及
・
救
急
技

術
訓
練
な
ど
。

あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
態
を
想
定
し
た
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
す

▽
油
火
災
消
火
訓
練
�
化
学
消
火

剤
を
使
っ
た
訓
練
▽
航
空
機
災
害
訓

練
�
近
隣
市
と
協
力
し
て
大
阪
国
際

空
港
で
定
期
的
に
行
う
訓
練
▽
は
し

ご
車
接
岸
訓
練
�
中
高
層
建
物
な
ど

の
火
災
を
想
定
し
た
訓
練
▽
救
助
・

救
急
訓
練
�
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
処

す
る
た
め
の
訓
練
▽
各
種
防
火
・
防

災
訓
練
�
防
火
・
防
災
意
識
の
高
揚

な
ど
を
図
る
た
め
行
わ
れ
る
訓
練
�

右
囲
み
記
事
参
照
��
な
ど
。

ど
ん
な
車
両
が
あ
る
の
か
見
て
み

ま
し
ょ
う

▽
高
規
格
救
急
車
�
左
写
真
参
照

１月２６日�に昆陽寺（寺本２）
で防災訓練が行われました。
この訓練は、文化財を火災、震
災そのほかの災害から守り、国民
一般の文化財愛護に関連する意識
の高揚を図ることを目的とする
「文化財防火デー」にちなみ、毎
年実施されているものです。
そのほか市内６カ所で、文化財
などの防災訓練が行われました。
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はしご車

５５件６１件その他
１件０件建物
２件０件機械
９件９件交通
１１件１０件火災
７８件８０件救助出動件数

●救助

７１８７人７３４９人搬送人員
９９４件１０７０件その他
６３件６７件加害
８０件５６件労働災害
９６１件８９９件交通
１０２０件１０７８件一般負傷
４４９２件４７１１件急病
７６１０件７８８１件救急出動件数

●救急

こんろ ７件たばこ ６件３位
たばこ ８件こんろ ７件２位

放火
（疑い含む） ４１件放火

（疑い含む） ３７件１位

原因
４４８５万４０００円４０９０万７０００円損害額（概算）

１２人３人負傷者
２人１人死者

死傷者
１０９人８２人人員
５０世帯３２世帯世帯数

被災世帯
１２０８�１９１�床面積
５４棟４５棟棟数

建物焼損
３０件２６件その他
９件６件車両
４６件３８件建物
８５件７０件火災件数

平成２０年平成２１年●火災

２４
時
間
年
中
無
休
で
ス
タ
ン
バ
イ

消消消消消消消消消消消消消消消
防防防防防防防防防防防防防防防
署署署署署署署署署署署署署署署
ををををををををををををををを
ののののののののののののののの
ぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞ
いいいいいいいいいいいいいいい
ててててててててててててててて
みみみみみみみみみみみみみみみ
よよよよよよよよよよよよよよよ
ううううううううううううううう
���������������

消消消消消消消消消消消消消消消
防防防防防防防防防防防防防防防
署署署署署署署署署署署署署署署
ををををををををををををををを
ののののののののののののののの
ぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞ
いいいいいいいいいいいいいいい
ててててててててててててててて
みみみみみみみみみみみみみみみ
よよよよよよよよよよよよよよよ
ううううううううううううううう
���������������

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署
をををををををををををををををををををををををををををををを
のののののののののののののののののののののののののののののの
ぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててててててててててててててててててて
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
うううううううううううううううううううううううううううううう
������������������������������

市
民
の

暮
ら
し
を
守
る

消
防
署
の
１
日
を
見
て
み
よ
う

平
成
２１
年
中
の
出
動
件
数
ま
と
ま
る

も
う
受
け
ま
し
た
か

「
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
」

市立伊丹病院
ぜんそく

喘息教室を開催します

文文
化化
財財
のの

防防
災災
訓訓
練練
をを
実実
施施

�救助工作車
中右同車の右側面
中左同車の左側面
�救助資機材の油
圧式カッター（右）
と油圧式スプレッ
ダー（左）

�
出
動
の
多
い
高
規
格
救
急
車
�
高
規
格
救
急
車
の
中
の
様
子

▽
ポ
ン
プ
自
動
車
�
左
写
真
参
照
▽

は
し
ご
車
�
左
写
真
参
照
▽
救
助
工

作
車
▽
指
揮
車
�
左
写
真
参
照
��

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
役
割
の
あ
る
車
両
が

筋力トレーニングのた
めのトレーニング器具

けんすい

体力練成（㊧懸垂の様子㊤走り込
み）に励む平野さん（㊤写真中央）
と隊員たち
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�

（４）広報伊丹■２０１０（平成２２）年２月１５日 第１１７５号広報伊丹■２０１０（平成２２）年２月１５日 第１１７５号（５）


